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● 特集 1：義務教育の質の保証に資する学校評価システムの構築による学校改善について ●

は
じ
め
に

　

甲
斐
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
部
科
学
省
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
義
務
教
育
の

質
の
保
証
に
資
す
る
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
推
進
地
域
の
指
定
を
受
け
、
平
成

十
八
年
度
市
内
小
・
中
六
校
、
十
九
年
度
市
内
全
小
中
十
六
校
を
研
究
協
力
校
と
し
て
、

学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
文
部
科
学
省
）
を
活
用
し
た
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

よ
る
学
校
改
善
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
推
進
地
域
の
指
定
と
い
う
こ
と
で
甲
斐
市
十
六
校

の
小
中
学
校
が
同
様
の
研
究
実
践
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校
は
二
年
間
こ
の
研
究
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
甲
斐
市
教
育
委
員
会
及
び
有
識
者
と

し
て
大
学
教
授
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
行
っ
た
学
校
評
価
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

今
ま
で
も
学
校
で
は
、
詳
細
な
質
問
項
目
に
よ
り
、
き
め
細
か
く
年
間
の
教
育
活
動
を

チ
ェ
ッ
ク
（
評
価
）
し
回
答
を
点
数
化
し
た
り
し
て
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

結
果
を
保
護
者
に
公
表
す
る
な
ど
工
夫
し
た
学
校
評
価
へ
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。法
の
改
正
に
よ
る
今
回
の
学
校
評
価
で
注
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、教
職
員
以
外
の
方
々

に
学
校
の
評
価
を
し
て
頂
く
と
い
う
点
と
、
そ
れ
に
伴
う
学
校
か
ら
の
情
報
提
供
の
点
に

つ
い
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
職
員
以
外
の
学
校
評
価
に
つ
い
て

　

本
校
で
も
教
職
員
以
外
の
学
校
評
価
組
織
と
し
て
、
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
（
外
部

評
価
委
員
会
）
を
設
置
し
て
年
間
二
回
、
九
月
と
一
月
に
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
学
期
以

降
と
来
年
度
の
教
育
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、
教
職
員
の
自
己
評
価

や
児
童
、保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
て
学
校
が
作
成
し
た
「
自
己
評
価
書
」（
資

料
１
）
を
中
心
に
し
て
学
校
の
状
況
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
組
織
で
す
。
本
校
で
は
学
校

評
議
員
六
名
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
三
名
の
九
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
と
校
務
分
掌

に
位
置
付
け
て
あ
る
学
校
評
価
委
員
会
（
校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
、
生
徒
指
導
主
任
）

の
四
名
合
計
十
三
名
が
一
堂
に
会
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
司
会
を
お
願
い
し
て
自
由
な
形
で

討
議
し
ま
す
。
学
校
評
議
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
い
う
こ
と
で
学
校
理
解
が
深
く
、
常
に
学

校
教
育
を
改
善
し
て
い
く
視
点
で
意
見
・
要
望
等
を
提
言
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

竜王東小学校自己評価書   　平成１９年９月３日（月）作成

本年度の学校教育目標　「人間性豊かで主体性に富んだ児童の育成」 

本年度の経営方針

(1) 学校、児童、地域の実態に合った特色ある教育課程の編成と実施及び評価と改善

(2) 多様な学習指導と幅広い教育活動の展開

(3) 全教育活動を通しての言語環境の整備

(4) 学校、保護者、地域との連携を図った健康と安全の保持増進

Ⅰ 全 体 評 価

本校の総合評価は、教職員の自己評価シート集計結果と全児童のアンケート集計結果及び教育活動

状況等から、学校教育が安定的に実践されていると考える。

　具体的には、教職員の自己評価シート集計結果では、全ての指標が肯定的評価（A そう思う B や

やそう思う）の合計が 90％以上であったこと。また、全児童のアンケート集計結果においても、過

去の評価（平成１８年度に行った２回のアンケート）との比較において、殆どの項目で肯定的評価

の数値の向上、または高水準の数値で変化が少ない状況にあったことがあげられる。

　しかしながら、「学校教育目標に関して」など指標の文言が具体性に欠け、評価の難しいものや、

「学校経営・組織について」など新しい指標も加わっている部分では検討すべき内容もあると考える。

また、全児童のアンケート集計結果における若干の項目については、今回を含めて３回の評価で肯

定的評価が 80％前後に留まっているものや、１学期間の教育活動状況を省みて、今回の肯定的評価

が高くても個々への指導が必要な項目もあり改善を図らなければならないと考える。

Ⅱ  各 項 目 ご と の 評 価

項目Ⅰ「学校教育目標に関して」                                                              

達成の状況 改善策

　全指標で A（そう思う）または B（ややそう思う）

の肯定的評価が 90％を超えていることから項目㈵「学

校教育目標に関して」は、充実したものになっている

と考える。

　特に次の指標については 80％以上の教職員が A と

回答し、強い肯定的評価となっている。

①教育目標が経営方針を踏まえたものになっている。

②学校教育目標達成のため、実態に即した学校経営が

行われている。

③教育活動計画が教育目標や重点目標を踏まえたもの

になっている。

　項目㈵の中で A より B のポイントが高いものは、今

回新規に設けられた次の指標である。

④あなたは、P → D → C → A サイクルを生かした教

育活動を行っている。

⑦について、今回新規に、「あなたは・・・」

と、全体ではなく個々の教職員が問わ

れると、どういった部分が具体的に P

→ D → C → A サイクルになっているの

かが疑問で控えめな回答になっている

と考える。教職員の意識を高めるとと

もに、校内研究会等で研修していきた

い。有識者からは、調査時期と調査内

容について検討すべきであると指摘が

あった。

資料１（自己評価書の一部）

平成１９年度第１回竜王東小学校外部評価書

会議時間　平成１９年９月７日（金）　午後３時〜午後５時

会議場所　竜王東小学校 会議室

１　学校側からの説明事項

(1) 学校評価システム構築事業の説明

学校評価システムと学校関係者評価委員の役割について（教頭）

(2) 自己評価結果について

シート説明（教務主任）

教職員用自己評価シート及び児童用シートについて資料に基づき説明

 (3) 有識者による分析集約結果・自己評価結果について（校長

「竜王東小学校自己評価書」及び「竜王東小学校自己評価・児童用アンケート

分析結果」に基づき説明された。

２　協議（議長：ＰＴＡ会長）

(1) 協議された主な内容

自己評価書から受ける竜王東小学校の実態（よい点・改善すでき点）及びアン

ケート内容等について下記の項目を中心に協議がされた。

①学校が目指す学校経営方針（学校目標）及び組織のまとまり

②学習指導における教職員の取り組み及び児童の学習意欲や学校生活の実態

③教職員、児童、保護者の連携

④地域との連携

３　評価書

(1) 全体評価

　教職員、児童のアンケート結果及びそれを踏まえた自己評価書を見る限り、

今年度も学校教育目標、経営方針（グランドデザイン）に基づく適正な学校経

営、教育指導、学習への取り組みが行われていることが確認できた。委員全員

がこの水準が維持、向上できるよう日々努力を重ね、先生方の連携を図りなが

ら取り組んでほしいと望む。

　有識者の考察、分析でも指摘されているように肯定的な意見であってもＡ「そ

う思う」が低い割合を示している項目もある。学校がより高い水準を目指し、

教職員が話し合いや研修等を通じ、改善すべき点を理解し、よりよい学校づく

りを目指す姿勢が感じ取られた。児童も学校が楽しい場所と認識しており、先

生と児童の関係が円滑であることが確認できた。保護者との連携において、家

庭での児童と家族の対話が積極的に展開されるよういろいろな手段を用いた働

きかけが必要である。

 (2) 特徴、要望等について

①学校が目指す学校経営方針（学校目標）及び組織のまとまり

・ＰＤＣＡサイクルの確立

・グランドデザインに則した学校経営、学習指導

資料２（外部評価書の一部）

義
務
教
育
の
質
の
保
証
に
資
す
る
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
学
校
改
善
に
つ
い
て

―

甲
斐
市
立
竜
王
東
小
学
校―

特　集１
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● 特集 1：義務教育の質の保証に資する学校評価システムの構築による学校改善について ●

の
委
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
外
部
評
価
書
（
資
料
２
）
と
し
て
作

成
し
、
学
校
へ
提
出
す
る
と
共
に
甲
斐
市
教
育
委
員
会
へ
も
提
出
し
ま
す
。
こ
の
外
部
評

価
書
を
中
心
に
自
己
評
価
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
含
め
、
職
員
会
議
で
検
討
し
学
校
改

善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
自
己
評
価
、
児
童
、
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　

次
に
七
月
と
十
一
月
の
年
二
回
実
施
し
て
い
る
教
職
員
の
自
己
評
価
と
児
童
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
及
び
十
一
月
に
実
施
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
で
す
。
推
進
地
域
の

研
究
指
定
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
二
年
間
の
研
究
実
践
に
関
わ
る
教
職
員
個
々
の
自
己
評

価
シ
ー
ト
及
び
、
児
童
、
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、
甲
斐
市
内
統
一
の
質
問
項
目

と
各
校
の
特
色
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
質
問
項
目
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
長
と
し
て
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
を
採
用
し
教
職
員
が
集
計
な
ど
に
携
わ
ら
な
く

て
も
よ
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
教
職
員
の
多
忙
化
が
指
摘
さ
れ
、
児
童
生
徒
と
の
ふ
れ

あ
い
が
重
視
さ
れ
て
い
る
中
で
、
大
変
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
児
童
、
保
護
者

及
び
教
職
員
で
ほ
ぼ
共
通
な
質
問
項
目
を
い
く
つ
か
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

傾
向
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
と
保
護
者
が
子
供
を
中
心
に
お
き
、
課
題
を

明
確
に
し
た
取
組
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
を
し
て
い
く
過
程
で
は
、
質
問
項
目

の
文
言
が
問
題
に
も
な
り
ま
し
た
。
甲
斐
市
で
は
何
度
か
改
善
を
加
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
検
討
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

有
職
者
か
ら
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
少
な
い
サ
ン
プ
ル
数
か
ら
の
結
果
の
提

示
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
然
の
事
な
が
ら
三
十
人
の
学
級
で
三
人
違
え
ば
十
％

と
な
る
。
ま
た
肯
定
的
評
価
が
九
十
％
は
可
で
、
八
十
％
は
不
可
と
い
う
よ
う
な
明
確
な

基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。」
と
い
う
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
級
や
学
校
の
実

態
を
重
視
し
た
分
析
が
肝
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

学
校
評
価
で
は
、
学
校
が
そ
の
学
校
の
特
性
、
課
題
等
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
て
ど
う

目
標
を
設
定
し
効
果
的
に
公
表
す
る
か
が
根
幹
と
な
り
ま
す
。保
護
者
・
地
域
住
民
の
方
々

に
学
校
の
教
育
活
動
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
効
果
的
な
学
校
改
善
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
本
校
で
は
、
各
学
校
で
も
作
成
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
（
資
料
３
）
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

学
校
だ
よ
り
を
発
行
す
る
た
び
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
し
、
教
育
内
容
や
行
事

と
教
育
計
画
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
学
校
の
教
育
意
図
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
教
育
計
画
、
実
践
、
評
価
、
改
善
が
視
覚
的
、

構
造
的
に
把
握
で
き
、
地
域
、
保
護
者
に
分
か
り
や
す
い
情
報
と
い
え
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
の
学
校
評
価
は
教
職
員
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
が
互
い
の
考
え
を
出
し
合
い

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
学
校
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
八
年
度
末
に
甲
斐
市
教
育
委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
学
校

評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
の
推
進
地
域
及
び
協
力
校
の
実
践
報
告
」
に
甲
斐
市
の
取
組
、

及
び
本
校
と
共
に
敷
島
北
小
学
校
、
双
葉
東
小
学
校
、
竜
王
北
中
学
校
、
敷
島
中
学
校
、

双
葉
中
学
校
の
実
践
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

資料３（グランドデザイン）
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● 特集 2：山梨スケートインターハイの開催について ●

　

平
成
十
九
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第

五
十
七
回
全
国
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
選
手
権
大
会
が
、
平
成
二
十
年
一
月
二
十
一
日

（
月
）
か
ら
二
十
七
日
（
日
）
の
七
日
間
、「
翔
け　

氷
上

の
勇
者
た
ち　

こ
の
甲
斐
の
地
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
三
十
三
都
道
府
県
か
ら
約
二
百
四
十
校
、
千
名
の
選
手

が
集
い
、
富
士
吉
田
市
、
甲
府
市
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
高
等
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て

高
校
生
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
機
会
を
与
え
、
技
能
の

向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
心
身
と
も
に
健

全
な
高
校
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
生
徒
の
相
互
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

山
梨
で
の
開
催
は
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
に
富
士
急
ハ

イ
ラ
ン
ド
・
富
士
ス
バ
ル
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
、

今
回
で
六
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
開
催
の
歴
史
■

　

全
国
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
選
手
権
大
会
は
第
一
回
大
会
を
戦
後
間
も
な
い
昭
和

二
十
六
年
度
に
長
野
県
蓼
科
湖
で
開
催
さ
れ
、
今
回
の
大

会
で
五
十
七
回
を
数
え
る
歴
史
の
あ
る
大
会
で
す
。
ス
ケ

ー
ト
競
技
の
特
性
上
冬
季
の
気
温
が
低
く
、
雪
の
少
な
い

地
方
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
北
海
道
、
東
北
、

北
関
東
、
甲
信
・
中
部
地
方
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

県
は
開
催
可
能
な
最
南
端
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の

北
杜
高
等
学
校
は
前
身
の
峡
北
高
等
学
校
時
代
を
含
め
て

第
一
回
大
会
か
ら
今
大
会
ま
で
連
続
五
十
七
回
出
場
を
果

た
す
全
国
で
唯
一
の
歴
史
有
る
学
校
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
選
手
の
中
か
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
は
じ
め
、
世
界
選
手
権
優
勝
者
、

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
優
勝
者
等
あ
ま
た
の
名
選
手
が
育

っ
て
い
ま
す
。

  

■
高
校
生
の
協
力
体
制
■

　

本
大
会
は
ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を

行
う
高
校
生
の
成
果
を
発
表
す
る
最
大
の
舞
台
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
大
会
の
運
営
に
も
多
数
の
高
校
生
が
当

た
り
ま
す
。
主
に
裏
方
と
し
て
競
技
運
営
、
大
会
運
営
の

補
助
員
と
し
て
毎
年
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
前
回
の
第
五
十
回
大
会
に
お
い
て
県
内
の
各

高
校
よ
り
述
べ
三
百
三
十
名
程
度
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
大
会
は
で
き
る
だ
け
、
肥
大
し
た
大
会
規
模
を
簡
素
化

し
、
シ
ン
プ
ル
に
行
う
基
本
方
針
の
下
、
百
人
程
度
に
お

手
伝
い
を
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
準
備
に
お
い
て
は
、
各
高
等
学
校
に
御

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
、

メ
ダ
ル
の
図
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

一
七
九
一
点
、
ポ
ス
タ
ー
は
四
〇
点
、
メ
ダ
ル
の
図
案
に

一
五
五
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
各

部
門
ご
と
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

   

県
立
吉
田
高
等
学
校
三
年	

羽
田
杏
奈
さ
ん

■
ポ
ス
タ
ー

   

県
立
甲
府
南
高
等
学
校 

元
三
年 	

古
泉
信
太
さ
ん

「
翔
け 

氷
上
の
勇
者
た
ちこ

の
甲
斐
の
地
で
」

山
梨
ス
ケ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開
催
に
つ
い
て

―

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課―
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● 特集 2：山梨スケートインターハイの開催について ●

■
入
賞
メ
ダ
ル 

　

県
立
吉
田
高
等
学
校　

元
三
年	

宮
下
芳
央
理
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
開
催
に
向
け
て
■　

　

ス
ケ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
歴
史
は
古
く
、
戦
後
ま
も

な
く
始
ま
り
、
学
校
の
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
今
日
ま

で
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
選
手
が
本
大
会

を
と
お
し
、
生
涯
の
友
達
を
得
て
、
と
も
に
励
ま
し
、
支

え
合
い
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
我
が
国
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
基

盤
を
支
え
て
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
世
界
に
誇
る
人

材
を
輩
出
し
た
り
、
人
々
に
夢
や
希
望
を
与
え
て
参
り
ま

し
た
。
本
大
会
で
も
、
各
都
道
府
県
の
厳
し
い
予
選
を
勝

ち
抜
き
、
郷
土
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ

ん
が
、
高
校
生
活
を
と
お
し
て
鍛
え
た
力
・
技
・
精
神
力

の
限
り
を
尽
く
し
、
健
闘
し
、
素
晴
ら
し
い
記
録
を
出
す

と
と
も
に
、
選
手
相
互
の
交
流
や
地
元
の
高
校
生
や
地
域

の
方
々
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
心
温
ま
る

大
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
■

　

さ
て
、
本
県
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
課
題
は
、
競

技
人
口
の
減
少
で
す
。
し
か
し
、
吉
田
高
校
、
北
杜
高
校
、

富
士
学
苑
高
校
、
帝
京
第
三
高
校
を
中
心
に
ス
ピ
ー
ド
競

技
は
全
国
に
お
い
て
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
、
数
々
の
優

勝
者
や
入
賞
者
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
学
校
対
抗
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
冬
季
国
体
に
お
い
て
は
、

天
皇
杯
、
皇
后
杯
得
点
の
得
点
源
と
し
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
し
た
。
本
年
も
競
技
人
口
激
減
の
中
、
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
必
勝
を
期
し
て
少
数
精
鋭
で
頑
張
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
も
地
元
開
催

と
い
う
こ
と
で
、
富
士
北
稜
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の

全
国
大
会
公
式
戦
の
初
勝
利
を
目
指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
の
設
置
に
よ
り
、
か
つ
て
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
王
国
の
復

活
を
目
指
し
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
人
口
の
増
加
と
レ
ベ
ル
の
向

上
に
期
待
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
程
・
会
場
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
出
場
選
手
た
ち
に
熱
い

声
援
を
送
る
と
と
も
に
、
選
手
達
を
支
え
る
補
助
員
に
も

温
か
い
こ
と
ば
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

  

開
催
ま
で
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
一
月
と
な
り
ま
し
た

が
、
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
成
功
に
向
け
て
皆
様
の
御
協

力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

■　会期

区 分 競 技 名 期 日

開 始 式 スピード競技

フィギュア競技

平成２０年１月２０日㈰

アイスホッケー競技 平成２０年１月２３日㈬

競 技 スピード競技

フィギュア競技

アイスホッケー競技

平成２０年１月２１日㈪〜２４日㈭

平成２０年１月２１日㈪〜２３日㈬

平成２０年１月２４日㈭〜２７日㈰

■　会場

区 分 競 技 名 会 場
開 始 式 スピード競技

フィギュア競技
アイスホッケー競技

ホテルハイランドリゾート
小瀬スポーツ公園武道館アリーナ
小瀬スポーツ公園武道館アリーナ

競 技 スピード競技 富士急ハイランドセイコオーバル
フィギャア競技 小瀬スポーツ公園アイスアリーナ
アイスホッケー競技 小瀬スポーツ公園アイスアリーナ

富士山アリーナ
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● 栄養教諭について ●

Ｑ 
栄
養
教
諭
が
誕
生
し
た
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
児
童
生
徒
が
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
健
全
な
食
生
活
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

近
年
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
朝
食
を

欠
食
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
食
生
活
の
乱
れ
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の
効
果
的
な
指
導

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
、
平
成
十
七
年
度

に
、
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
栄
養
教
諭
が
誕
生
し
ま
し
た
。

Ｑ 

具
体
的
な
職
務
内
容
は
？

Ａ
法
令
に
は
「
栄
養
教
諭
は
、
児
童
生
徒
の
栄
養
の

指
導
及
び
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
栄
養
教
諭
は
、
栄
養
に
関
す
る
専
門
性
と

教
育
に
関
す
る
資
質
と
を
併
せ
持
ち
、
そ
れ
を
生
か
し
て

児
童
生
徒
に
対
す
る
「
食
に
関
す
る
指
導
」
と
「
学
校
給

食
の
管
理
」
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
職
務
の
一
例
を
挙
げ
ま
す

と
、
各
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
全
体
計
画
の
作

成
や
給
食
だ
よ
り
等
に
よ
る
家
庭
と
の
連
携
、
体
験
学
習

等
に
関
し
て
地
域
の
生
産
者
と
の
連
携
等
に
お
い
て
中
心

的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
ま
た
、
見
る
・
食
べ
る
と
い
っ

た
行
為
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
、
興
味
や
関
心
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活

用
し
つ
つ
、
学
級
担
任
や
教
科
担
任
と
連
携
し
な
が
ら
食

に
関
す
る
指
導
を
行
っ
た
り
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
個
別

的
な
相
談
指
導
も
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
衛
生
管
理
を

始
め
と
し
た
学
校
給
食
の
管
理
に
つ
い
て
も
学
校
栄
養
職

員
と
同
様
に
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
職
務
内
容
か
ら
栄
養
教
諭
は
、

食
に
関
す
る
教
育
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

県
教
委
の
取
組
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
平
成
十
七
年
度
か
ら
三
年
間
、
現
職
の
学
校
栄
養

職
員
が
栄
養
教
諭
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
栄

養
教
諭
育
成
講
習
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
同
十
九
年

四
月
に
は
、
栄
養
教
諭
五
名
を
採
用
し
、
県
内
の
五
つ
の

学
校
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
（
市
町
）
で
は
、
栄
養
教
諭
が
中
心
と

な
っ
て
実
施
す
る
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
を
受
け
て
お

り
、
現
在
、
関
係
者
が
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。（
下
段
☆
印
参
照
）

Ｑ 

今
後
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
県
教
委
で
は
平
成
十
九
年
三
月
に
「
学
校
に
お
け

る
食
育
推
進
の
た
め
の
指
導
手
引
き
」
を
作
成
し

配
付
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
栄
養
教
諭
は
、
こ
の
学
校
に

お
け
る
食
育
を
推
進
し
て
い
く
上
で
要
と
な
る
教
員
で

す
。
現
段
階
で
は
、ま
だ
歴
史
も
浅
く
数
も
少
な
い
た
め
、

な
じ
み
は
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
配
置
の
拡

大
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
「
栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
に
よ
る
食
育
推
進
事
業
」

実
施
校

・
甲
府
市
立

琢
美
小
学
校

・
笛
吹
市
立

八
代
小
学
校

 ・
大
月
市
立

大
月
東
中
学
校

☆
「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
給
食
推
進
事
業
」

実
施
校

・
韮
崎
市
立

韮
崎
西
中
学
校

・
南
部
町
立

睦
合
小
学
校

栄
養
教
諭
に
つ
い
て

―

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課 ―
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● 国語力向上実践事業について ●

１　

趣 

旨

　

平
成
十
六
年
か
ら
昨
年
ま
で
実
施
し
た
「
国
語
力
育
成

推
進
事
業
」
で
は
、「
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
」「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
事
例
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
は
、
研
究
指
定
校
で
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
や
指
導
事
例
集
を
活
用
し
、
各
高
等
学
校
で

実
践
的
で
全
校
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
本
県
高
校
生
の

国
語
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
が
、「
国

語
力
向
上
実
践
事
業
」
で
す
。
本
年
度
か
ら
平
成
二
十
一

年
度
ま
で
の
三
年
間
が
事
業
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

国
語
力
向
上
実
践
事
業
中
間
発
表
会
か
ら

  

去
る
九
月
二
十
日
に
、
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で

中
間
発
表
会
が
行
わ
れ
、
全
体
の
概
況
報
告
と
、
韮
崎
高

校
・
桂
高
校
か
ら
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
立
高
校
三
十
一
校
の
事
業
目
標
別
概
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
１
）
思
考
力
・
表
現
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

《
十
六
校
》

（
２
）
漢
字
・
語
彙
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

《
八
校
》

（
３
）
思
考
力
・
表
現
力
、
漢
字
・
語
彙
力
の
向
上
を
図

る
取
り
組
み	

　
　
　
　
　
　
　
　

《
四
校
》

（
４
）
読
書
習
慣
の
形
成
や
学
習
の
動
機
付
け
や
、
学
習

基
盤
の
整
備
を
図
る
取
り
組
み　
　
　
　

 

《
三
校
》

　

事
業
推
進
に
際
し
て
は
、
学
校
全
体
の
認
知
度
や
理
解

が
薄
い
と
感
じ
て
い
た
り
、
事
業
遂
行
時
間
の
捻
出
に
苦

労
し
て
い
る
例
も
若
干
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
学
校

で
は
職
員
の
意
思
統
一
や
協
力
が
得
ら
れ
、
順
調
に
推
進

し
て
い
る
状
況
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
生
徒
た
ち

が
前
向
き
で
意
欲
を
示
す
学
校
も
あ
り
、
そ
の
様
子
に
力

を
得
て
、
自
信
を
持
っ
て
事
業
推
進
を
し
て
い
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
学
校
全
体
と
し
て
の
共
通
理
解
を
踏
ま
え
、

全
校
的
な
体
制
を
整
え
、事
業
を
推
進
し
て
い
る
学
校
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
毎
の
独
自
の
特
徴
を
、
上
手
に
生
か
し

た
国
語
力
向
上
と
な
っ
て
い
る
点
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
東
京
都
千
代
田
区
立
中
等
教
育
学
校
の
取
り
組
み

で
、「
語
彙
・
漢
字
力
」
と
「
国
語
力
・
英
語
力
・
数
学
力
」

の
相
関
関
係
が
確
認
で
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

漢
字
・
語
彙
力
を
中
心
に
事
業
推
進
を
し
て
い
る
学
校

に
は
、
参
考
と
も
な
り
刺
激
に
も
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
事
業
実
施
後
に
効
果
を
確
認
す
る
た

め
の
評
価
指
標
を
整
備
す
る
こ
と
、
事
業
の
区
切
り
に
生

徒
や
教
師
等
の
「
満
足
度
」、「
達
成
度
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
事
業
評
価
の
一
部
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
参
加
校
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

３　

中
間
発
表
校
の
事
例
か
ら

（
１
）
韮
崎
高
等
学
校

「
国
語
力
向
上
ア
ク
テ
ィ
ブ
事
業
」

　

研
究
主
題
を「
自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
」

と
し
、
副
題
を
「
物
事
を
論
理
的
・
客
観
的
に
捉
え
て
考

え
、
表
現
す
る
力
の
育
成
」
と
設
定
し
、
具
体
的
目
標
を
、

次
の
①
と
②
と
し
て
い
ま
す
。

①
教
科
書
や
新
聞
記
事
の
内
容
等
を
正
確
に
読
み
取
り
、

理
解
す
る
力
を
育
て
る
。

②
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
意
見
文
の
作
成
等
を
通
し
て
、論
理
的
、

客
観
的
思
考
と
表
現
す
る
力
を
育
て
る
。

　

こ
う
し
た
目
標
達
成
を
、
全
教
科
や
全
分
掌
な
ど
で
学

校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
桂
高
等
学
校

「
命
の
大
切
さ
の
学
習
と
連
携
さ
せ
た
国
語
力
の
向
上
」

　

昨
年
度
ま
で
の
文
部
科
学
省
指
定
「
命
の
大
切
さ
を
学

ぶ
体
験
活
動
」
の
研
究
成
果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
、
国

語
力
の
向
上
を
図
る
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

次
の
①
か
ら
⑪
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
学
校
全

体
で
国
語
力
向
上
を
目
指
し
て
い
く
試
み
で
す
。

①
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
（
朝
の
読
み
聞
か
せ
読
書
）

②
朝
の
十
分
間
読
書

③
図
書
館
の
活
用

④
校
内
文
芸
コ
ン
テ
ス
ト

⑤
新
聞
を
用
い
た
授
業

⑥
小
論
文
指
導

⑦
漢
字
検
定
の
活
用

⑧
各
教
科
で
の
取
り
組
み

⑨
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
等
へ
の
応
募

⑩
修
学
旅
行
記
の
作
成

⑪
総
合
的
な
学
習
（
通
称
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
）、
情
報
等
で
の
レ

ポ
ー
ト
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

４　

ま
と
め

　

韮
崎
・
桂
高
校
以
外
の
各
県
立
高
等
学
校
も
、
生
徒
が

身
に
付
け
た
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
場
面
を
教
育
計
画

に
位
置
付
け
、
生
徒
た
ち
の
国
語
力
を
高
め
よ
う
と
工
夫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生

か
た
国
語
力
向
上
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
語
力
の
向
上
は
、
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
を
高
め
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
豊
か
な
学

び
の
大
前
提
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る
国
語

力
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
語
力
向
上
実
践
事
業
に
つ
い
て

―
 

高
校
教
育
課 ―
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● 交通安全教育実践地域事業の取り組みと成果について ●

　

本
校
は
平
成
18
年
度
・
19
年
度
文
部
科
学
省
委
託
交
通

安
全
教
育
実
践
地
域
事
業
の
研
究
指
定
を
受
け
、「
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
規
範
意
識
の
向
上
を
図
る
」
を
研
究
主

題
に
、
交
通
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
・
19

年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

１ 

平
成
18
年
度

① 

交
通
安
全
意
識
調
査
の
実
施

　

本
校
の
生
徒
及
び
吉
田
・
富
士
河
口
湖
・
富
士
学

苑
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
交
通
安
全
意
識
調
査
を
行

い
、
富
士
五
湖
地
域
の
高
校
生
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
指
導
に
生
か

し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

生
徒
が
認
識
し
て
い
る
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
共
通

理
解
を
促
し
た
。

② 

二
輪
車
講
習
会

　

従
来
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し
て
い
た
が
、

岳
麓
自
動
車
教
習
所
の
コ
ー
ス
を
借
り
て
実
施
し
た
。

安
全
運
転
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、
危
険
予
測
、
回

避
能
力
の
向
上
な
ど
に
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
実
施

で
き
た
。

③ 

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
200

　

教
員
60
名
と
原
動
機
付
自
転
車
（
バ
イ
ク
）
の
免

許
を
持
っ
て
い
る
生
徒
30
人
が
参
加
。
教
員
も
生
徒

も
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
運
転
の
習
慣
づ
け

を
図
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

２ 

平
成
19
年
度

① 

各
教
科
で
の
取
り
組
み

　

昨
年
一
年
間
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
今
年
は
教
科

の
面
か
ら
も
交
通
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

ア　

一
年
「
保
健
体
育
」

　
　

応
急
手
当
の
意
義
と
怪
我
の
応
急
措
置
及
び

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
に
つ
い
て
の
説

明
及
び
実
技
講
習
を
実
施
。

イ　

二
年
福
祉
健
康
系
列
「
家
庭
看
護
・
福
祉
」

　
　

富
士
五
湖
消
防
本
部
よ
り
八
名
の
講
師
を
招

き
、
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
。
応

急
手
当
の
必
要
性
、
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て

の
講
習
を
受
け
、
そ
の
後
認
定
試
験
を
受
験
し

応
急
手
当
普
通
救
命
の
資
格
を
取
得
。

ウ　

三
年
福
祉
健
康
系
列
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」

　

富
士
吉
田
警
察
署
交
通
課
よ
り
四
名
の
警
察

官
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
民
生
活
に
お
け

る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
場
か
ら
学
校
周
辺

の
道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て
車
い
す
と
自
転
車

の
場
合
を
想
定
し
て
検
証
し
、
危
険
箇
所
の
対

策
に
つ
い
て
考
え
た
。

エ　

二
年
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
「
観
光
一
般
」

　

観
光
地
と
し
て
の
富
士
吉
田
周
辺
の
道
路
事

情
及
び
交
通
事
故
の
発
生
場
所
・
原
因
に
つ
い

て
調
べ
交
通
事
故
の
責
任
と
補
償
に
つ
い
て
も

考
え
た
。

② 

職
員
研
修
会

　

職
員
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
指
導
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
① 

心
肺
蘇
生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法　

② 

交
通
安
全
講
話　

「
飲
酒
運

転
に
つ
い
て
」
の
職
員
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
一
年
半
を
通
し
、
交
通
安
全
教
育
の
実
践
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
生
徒
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

も
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
、
時
間
を
か
け
て
交
通
安
全
教
育
を
行

い
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、「
思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
自
主
的

に
交
通
安
全
に
取
り
組
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
実
践
地
域
事
業
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て

―
 

山
梨
県
立
富
士
北
稜
高
等
学
校 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワークが発足しました！ ●

　

県
内
の
美
術
館
、
博
物
館
等
が
、
相
互
に
連
携
し
て
活

性
化
を
図
り
、
館
の
活
動
の
充
実
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、
本
年
８
月
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

甲
斐
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
県
内
１
０
４
館
の
美
術
館
、

博
物
館
等
が
参
加
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
第
一
弾
と
し
て
、
今
秋
、
南
ア
ル
プ

ス
市
立
春
仙
美
術
館
と
河
口
湖
美
術
館
に
お
い
て
、
県
立

美
術
館
の
収
蔵
品
に
よ
る
巡
回
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
春
仙
美
術
館
は
12
月
９
日
ま
で
、
河
口
湖
美
術
館
は
12

月
24
日
ま
で
開
催
）
ま
た
、
参
加
館
の
情
報
を
掲
載
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発

進
!!
」を
作
成
し
て
配
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

参
加
館
の
う
ち
４
館
の
ス
タ
ン
プ
、
サ
イ
ン
を
集
め
る
と

記
念
品
が
も
ら
え

る
「
発
進
」
記
念
・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

県
教
育
委
員
会

で
は
、
県
立
美
術

館
、
県
立
博
物
館
、

県
立
考
古
博
物
館
、

県
立
文
学
館
の
４

館
す
べ
て
の
常
設

展
、
企
画
展
等
（
特

別
展
）
が
購
入
し
た
日
か
ら
１
年
間
、
見
放
題
と
な
る
プ

レ
ミ
ア
ム
・
チ
ケ
ッ
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
in
券
」
を

販
売
し
て
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
甲
斐
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
館
の
中
に
は
、
こ

の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
in
券
」
を
提
示
す
れ
ば
、
割
引

や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発

進
!!
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
は
、
各
館
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し

て
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
企
画
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
山
梨
の
美
術
館
、
博
物
館
を

熱
く
す
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

今
後
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「ミュージアム甲斐 in 券」をご家族や友人に

プレゼントしませんか？

　「ミュージアム甲斐 in 券」（または各館年間パスポート）がご家族や友人などに

プレゼントできるようになりました。

　クリスマスや誕生日、記念日などのプレゼントにいかがですか。４館の窓口で発

売しています。

ミュージアム甲斐 in 券

区　分 料　金

一般
大・高校生
中・小学生

5,000 円
2,500 円
1,250 円

○問い合わせ先

学術文化財課	 055（223）1790

県立美術館		  055（228）3322

県立博物館		  055（261）2631

県立考古博物館	 055（266）3881

県立文学館		  055（235）8080

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
甲
斐
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
し
ま
し
た
！

〜
県
内
博
物
館
等
の
連
携
に
よ
る
活
動
の
活
性
化
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
〜

―
 

学
術
文
化
財
課 ―

リーフレット表紙
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● 「成人式」を迎えたでっかい体験！ ●

　
　

貴
重
な
サ
バ
イ
バ
ル
体
験
の
場

　

本
県
中
学
生
の
夏
の
風
物
詩
と
言
え
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
『
や
ま
な
し
少
年
海
洋
道
中
』」

が
今
年
で
二
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
度
に
文
部
省
の
補
助
事
業
と
し
て
開
始

さ
れ
た
本
事
業
は
、
こ
の
二
十
年
の
間
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
良
等
を
重
ね
、
青
少
年
に
有
意
義
な
自
然
体
験
活
動
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、
東
京
か
ら
遙
か
三
百
㎞
離
れ
た
八

丈
島
を
舞
台
に
、
毎
年
「
で
っ
か
い
体
験
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

二
十
年
間
で
千
人
以
上
の
中
学
生
と
、
延
べ
三
百
五
十

人
以
上
の
指
導
者
が
暑
い
熱
い
夏
を
、
八
丈
島
で
過
ご
し

た
の
で
す
。
今
年
は
そ
の
記
念
と
し
て
、
県
教
育
次
長
参

加
の
下
、
八
丈
町
長
を
お
招
き
し
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
Ｂ

Ｃ
（
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
）
で
行
い
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
苗

を
参
加
者
で
植
樹
し
ま
し
た
。
五
年
後
、
十
年
後
、
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　

海
洋
道
中
の
二
十
年

第
一
回
（
昭
和
六
十
三
年
度
）

七
泊
八
日
、
参
加
者
五
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
海
洋

道
中
。
火
お
こ
し
や
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
等
、
初
年
度
か

ら
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
の
連
続
。

第
三
回
（
平
成
二
年
度
）

シ
ン
ボ
ル
小
屋
を
造
っ
た
り
、
十
八
ｍ
も
あ
る
岩
場

を
下
っ
た
り
の
体
験
。

第
七
回
（
平
成
六
年
度
）

八
泊
九
日
に
日
程
を
延
長
。
三
根
公
民
館
で
は
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

第
八
回
（
平
成
七
年
度
）

八
丈
島
内
踏
破
（
サ
バ
イ
バ
ル
踏
破
）
が
ス
タ
ー
ト
。

歌
い
継
が
れ
て
い
る
「
忘
れ
ら
れ
な
い　

夏
・
愛
の

テ
ー
マ
」
が
作
曲
さ
れ
る
。

第
十
回
（
平
成
九
年
度
）

十
周
年
記
念
キ
ャ
ッ
プ
。
台
風
の
影
響
で
、
雨
中
の

炊
飯
の
連
続
。

第
十
一
回
（
平
成
十
年
度
）

参
加
者
六
十
人
、
採
用
二
年
目
教
員
の
参
加
。
環
境

教
育
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
。

第
十
四
回
（
平
成
十
三
年
度
）

台
風
の
影
響
で
、
サ
バ
イ
バ
ル
踏
破
は
合
同
ビ
バ
ー

ク
、
ソ
ロ
活
動
は
中
止
に
。

第
十
五
・
十
六
回
（
平
成
十
四
・
十
五
年
度
）

台
風
の
影
響
か
ら
、
二
年
連
続
で
航
空
機
対
応
。
い

ず
れ
も
日
程
短
縮
。

第
十
九
回
（
平
成
十
八
年
度
）

台
風
の
影
響
で
、
帰
り
の
船
が
寄
港
で
き
ず
足
止
め
。

三
根
公
民
館
で
一
日
過
ご
す
。

　
　

た
く
さ
ん
の
感
動
を
く
れ
た
八
丈
島

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
二
十
年
で
し
た
が
、
参
加

し
た
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
指
導
者

も
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
感
動
の
八
丈
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

十
時
間
以
上
の
船
旅
は
、
日
常
生
活
か
ら
の
脱
出
に
は

も
っ
て
こ
い
で
す
。
往
復
の
船
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

　

炎
天
下
で
の
テ
ン
ト
ア
ッ
プ
や
野
外
炊
事
は
、
普
段
の

生
活
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
の
連
続
で
す
。
最
初
の
う

ち
は
一
匹
の
蚊
で
さ
え
気
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
最
後
に

は
カ
ナ
ブ
ン
が
目
の
前
に
い
て
も
平
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
気
が
無
く
て
も
、
ガ
ス
が
無
く
て
も
、
お
風
呂
が
無

く
て
も
、
洗
濯
機
が
無
く
て
も
、
少
々
の
こ
と
な
ら
生
き

て
い
け
る
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

「
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
醍
醐
味
は
、
不
便
を
便
利
に
変
え

る
こ
と
」
と
語
っ
た
指
導
者
が
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
八

丈
島
で
の
生
活
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

海
の
中
が
あ
ん
な
に
き
れ
い
で
、
熱
帯
魚
の
よ
う
な
魚

が
群
れ
て
い
た
り
、
フ
グ
や
ウ
ミ
ガ
メ
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
見
た
天

の
川
や
、
満
天
の
星
空
を
時
間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
、

首
が
痛
く
な
る
ま
で
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

「
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
や
「
サ
バ
イ
バ
ル
踏
破
」
で
は
、

立
ち
寄
っ
た
漁
港
で
捕
れ
た
て
の
魚
を
ご
ち
そ
う
し
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
突
然
の
ス
コ
ー
ル
に
軒

先
を
借
り
て
雨
宿
り
を
し
て
い
た
ら
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に
ス

イ
カ
や
麦
茶
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
る
地
域
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
し
ま
す
。「
が
ん
ば
れ
！
」
と
言
う
一
言

が
力
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
「
や
ま
な
し
少
年
海
洋
道

中
実
施
中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
巡
回
し
ま
し
た
。

「
へ
ぇ
〜
山
梨
来
て
る
ん
だ
」
と
の
声
を
何
度
も
耳
に
し

ま
し
た
。
八
丈
島
で
も
「
海
洋
道
中
」
は
し
っ
か
り
根
付

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

参
加
者
も
指
導
者
も
、
海
洋
道
中
を
通
し
て
、
八
丈
島

の
人
々
と
の
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

♪

　

僕
た
ち
は
忘
れ
な
い　

あ
の
日
々
を

　

仲
間
と
過
ご
し
た　

八
丈
の
夏
…
♪

　

素
晴
ら
し
い
体
験
と
、
思
い
出
を
与
え
て
く
れ
た
八
丈

島
で
す
。
常
に
、
八
丈
町
の
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
や
八

丈
島
の
島
民
の
方
々
の
温
か
い
御
支
援
が
あ
っ
て
の
も
の

で
し
た
。八
丈
島
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
中
学
生
の
貴
重
な
自
然
体
験
活
動
の

場
と
し
て
、
こ
の
や
ま
な
し
少
年
海
洋
道
中
が
発
展
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

来
年
の
夏
も
、
暑
い
八
丈
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
時
代
の
思
い
出
に
、
暑
い
八
丈
で
で
っ
か
い
体

験
を
繰
り
広
げ
ま
し
ょ
う
！

「
成
人
式
」
を
迎
え
た
で
っ
か
い
体
験
！　

〜
や
ま
な
し
少
年
海
洋
道
中
『
八
丈
の
夏
』
〜

―
 

社
会
教
育
課 ―
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● 県立博物館新春特別企画展 ●

　

と
っ
て
お
き
の
収
蔵
品
を
ご
紹
介

　

県
立
博
物
館
で
は
、
開
館
前
の
平
成
十
三
年
よ
り
資
料

の
収
集
を
開
始
し
、
現
在
、
収
蔵
資
料
数
は
約
二
〇
万
点

に
及
び
ま
す
。
こ
れ
ら
収
蔵
品
は
、
山
梨
の
歴
史
を
物
語

る
も
の
と
し
て
、
県
民
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

  

収
蔵
品
は
、
博
物
館
の
調
査
研
究
や
展
示
な
ど
を
通
じ

て
広
く
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
資
料
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
展
で
は
、こ
う
し
た
未
公
開
の
資
料
を
中
心
と
し
て
、

博
物
館
の
収
蔵
品
を
、
以
下
の
五
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
紹
介

し
ま
す
。

　

霊
場
の
山
と
そ
の
景
観

　

甲
斐
国
は
、
四
方
を
山
々

に
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
山
が
信
仰
の
対

象
と
な
り
、
現
在
に
も
そ
の

歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

「
御
嶽
道
絵
巻
」（
写
真
）

は
、
幕
末
〜
明
治
時
代
に
活

躍
し
た
県
内
出
身
の
画
家
、

三さ
い
ぐ
さ
う
ん
た
い

枝
雲
岱
が
、
金
峰
山
や
、

そ
の
麓
に
鎮
座
す
る
金
櫻
神

社
な
ど
を
描
い
た
も
の
で
す
。

金
峰
山
は
、
山
梨
で
も
特
に

信
仰
を
集
め
た
山
の
一
つ
で

あ
り
、
金
櫻
神
社
に
も
多
く

の
参
詣
者
が
足
を
運
び
ま
し

た
。

そ
の
他
に
も
、
富
士
山
、
身
延
山
な
ど

に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。

　

甲
斐
源
氏
の
足
跡

　

平
安
時
代
の
後
半
に
甲
斐
に
土
着
し

た
甲
斐
源
氏
は
、
源
平
の
争
乱
で
活
躍

し
、
そ
の
後
も
鎌
倉
幕
府
を
支
え
て
全

国
各
地
に
所
領
を
得
ま
し
た
。「
源
平

合
戦
図
屏
風
」
や
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」

（
写
真
）
は
、
と
も
に
甲
斐
源
氏
が
活

躍
し
た
史
実
を
題
材
と
し
て
描
か
れ
た

屏
風
絵
で
す
。
お
正
月
に
相
応

し
い
、
き
ら
び
や
か
な
屏
風
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

徳
川
家
康
と
甲
斐

　

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
武
田
氏
が
滅
亡
し

た
の
ち
に
、
甲
斐
を
治
め
た
徳
川
家
康
に
関
す
る

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
家
康
が
甲
斐
を
治
め
た
期

間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
地
や

「
九く

す
じ筋

」
と
呼
ば
れ
る
地
域
区
分
の
設
定
な
ど
、
現

在
の
山
梨
に
も
深
く
関
わ
る
政
策
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

躍
動
す
る
商
人
・
職
人

　

紙
漉
・
印
章
・
宝
飾
加
工
な
ど
、
山
梨
で
は
様
々

な
地
場
産
業
が
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
中
世
（
鎌

倉
〜
室
町
時
代
）
に
お
い
て
も
、
様
々
な
生
業
が

営
ま
れ
、
多
く
の
商
人
・
職
人
が
活
動
し

て
い
ま
し
た
。「
七
十
一
番
職
人
歌
合
」は
、

様
々
な
職
人
の
姿
を
描
い
た
興
味
深
い
資

料
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
山
梨
の
多
様
な

自
然
を
活
か
し
た
生
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

山
梨
の
ミ
シ
ン

　

ミ
シ
ン
が
人
々
の
生
活
と
深
く
関
わ
っ

て
い
た
頃
の
、
県
内
で
製
造
・
販
売
さ

れ
た
ミ
シ
ン
や
、
海
外
の
貴
重
な
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
ミ
シ
ン
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

展
示
予
定
の
ほ
と
ん
ど
の
資
料
が
初
公

開
の
も
の
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
正
月

は
二
日
よ
り
開
館
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

《
開
催
期
間
》

平
成
二
十
年
一
月
二
日
（
水
）
〜
二
月
十
一
日
（
月
・
祝
）

《
観
覧
料
》

常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　

一
般
五
〇
〇
（
四
〇
〇
）
円
、大
・
高
生
二
一
〇
（
一
六
〇
）

円
、
小
・
中
学
生
一
〇
〇
（
八
〇
）
円　

※
（　

）
内
は

二
〇
名
以
上
の
団
体
割
引
、
県
内
宿
泊
者
割
引

《
お
問
い
合
わ
せ
》
山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
課

電
話
〇
五
五
ー
二
六
一
ー
二
六
三
一

御嶽道絵巻

曽我物語図屏風

新
春
特
別
企
画
展
「
か
い
じ
あ
む 

と
っ
て
お
き
の
収
蔵
品
」

―
 

県
立
博
物
館 ―



  それは公開研究会の翌日のことだった。家に帰ると机の
上に薄いクリーム色の封筒。手書きの宛名、急いで裏返
すとそこには、懐かしい名前があった。
　二十数年前、僻地勤務で行った学校で、初めて 1 年生
を担任した。入学式で私が呼名したのは 13 人。懐かしい
名前はその中の一人だった。
　便箋 4 枚に渡り細かな文字が丁寧に並んで、高校卒業
後の出来事が綴られていた。大学生活、就職をしてから
のこと、結婚して二児の父であること、そして、これか
らの夢。手紙には「今も文章が苦手で・・・」などと書
かれていたが、どうしてどうして、すてきな手紙だった。
彼が人生のどの局面でも、自分自身とまわりの人たちに
対して誠実に生きてきたことがよくわかった。そして、
それを伝えてくれたことが嬉しかった。
　韮崎小学校では、学力向上拠点校として『生き生きと
自ら学ぶ子どもの育成』を目指し、国語では、特に書く
活動に力を入れてきた。そこへこの手紙は、自分で自分
をほめるほどではないにしろ、多くの方々と力を合わせ
てがんばってきたことに対するスペシャルなご褒美のよ
うにやってきて、「書く」ことを大切にすることは価値の
あることだと改めて確信させてくれた。
  「あの頃は悪ガキですみませんでした。」とも書いてあ
ったが、謝ることなんて何もない。ドキドキ、ハラハラ、
ワクワクしたすべての出来事が宝物だし、この手紙が、
また新たな宝物となったのは言うまでもない。

韮崎市立韮崎小学校教諭

　「この映画いいよ」「この本、泣けるよ」と友人に薦め
られ、映画や小説を見ることがある。確かにいい話だな
と思うことはあるが、心から感動することはない。
　３０歳を過ぎ、自分の感覚も鈍ってきたのかな、と情
けなく思ったこともある。でも、その答えが最近わかる
ようになった。それは自分の身のまわりに感動すること
がたくさんあるということ。生徒たちが様々な問題を乗
り越えた瞬間、心から感動することができる。大きな行
事ならその感動も大きい。でも、小さなことでもそれは
ある。難しい問題を解くことができた瞬間。部活で頑張
って練習して一つのプレーができるようになった瞬間。
そんなたくさんの瞬間が私の周りにはたくさんある。そ
れが教師としての喜びなのだなと感じることができるよ
うになった。今、世間では「教育現場が危ない」と騒が
れている。でも、私はそうは思わない。もちろん大変な
ことも、大変な時期もあるが、それ以上に感動できる瞬
間にあふれている。
　今年で教員１１年目になり，１０年経験者研修にも参
加している。この１０年を振り返り、もっとたくさんの
感動できる瞬間に巡り会うことができるよう、子どもた
ちに接していきたい。

富士吉田市立下吉田中学校教諭

らくがき

「手紙」

山本　由美子

「感動できない自分」

高村　文秀
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● らくがき・県立文学館平成１９年度収蔵品展 ●

— 県立文学館　平成 19 年度収蔵品展 —

肉筆の魅力　正岡子規と新免一五坊、樋口一葉、柳宗悦、高村光太郎ほか

会期　平成二十年一月二十二日 ( 火 ) 〜三月三十日 ( 日 )

　文学館が今年度新たに収蔵した資料を公開する展覧会です。

　今年度の資料の中では、新免一五坊の旧蔵資料が注目されます。一五坊は、岡山県に生まれ、上京して正岡子規

の門弟となり、1901( 明治 34) 年から 4年間、山梨県の明日見村（現 富士吉田市）と谷村町（現 都留市）に住みま

した。この間、堀内柳南や神奈桃村など山梨の青年たちと、子規が唱える新しい文学の運動を拡げようとしました。

　今回新たに寄託を受けた資料の中には、子規直筆の「財

布賛」軸装や、「燈籠にふたゝひともす夜半哉」の扇面額装

などがあります。「財布賛」をめぐっての長塚節の書簡や、

子規逝去前後の伊藤左千夫の長文の書簡も興味深い内容で

す。また、堀内柳南や神奈桃村の書簡からは、この時代に

山梨の文学青年たちが、新しい時代にふさわしい文学をお

こそうとしたその熱意が伝わってきます。

　このほか、樋口一葉が両親のふるさと大藤村（現　甲州市）

を舞台に描いた小説「ゆく雲」の未定稿、柳宗悦が山梨の

郷土史家村松志孝に宛てた木喰仏研究に関する書簡や、韮

崎市に在住した児童文学者で随筆家の太田黒克彦の「マス

の大旅行」などの原稿、などを展示しています。観覧料は

無料です。 子規「財布賛」1902（明治 35）年１月



　この生徒指導総合連携推進事業は，地域が一体となって児

童生徒の健全育成に向けネットワークづくりをふまえた実践

的取組を行うものです。それをうけ，小中連携を柱に地域に

発信する活動をしています。

　いくつかの活動を紹介しましょう。「笑うネコの会」は，櫛

形地区の４つの小学校の児童会役員と櫛形中生徒会役員が自

校について語る会です。その中で連携のアイデアを出し合い

ます。「地域一斉あいさつ運動」では，地域ともいっしょにな

って秋の交通安全週間にあわせて活動をしました。陸上部の

練習では部員が自分の地域の小学校に行って小学校の先生方

とともに指導を行います。記録が一気に伸びてうれしそうな

小学生の顔をみる中学生の顔もうれしそうでした。今は，出

前合唱として，２・３年生を中心に各小学校の音楽集会に出

かけて合唱を聞いてもらったりいっしょに歌ったりしていま

す。難しい曲ですが低学年の児童も静かに聴いています。何

より，小学校の先生方の優しい視線が中学生に注ぎます。ま

さに，「みんなで育てる子どもたち」の心境です。

　教職員が中心になって行っている連携は，旧６年生担任と

中学１年生担当者の連絡協議会，地域ふれあい道徳公開，南

アルプス市の教育支援センターとの連携も含め，小学校と共

に「学びの質を高める」授業公開も行いました。共同的な学

びを通し，子どもたちが授業の主人公になることで主体的に

学ぶ姿が見えてきています。子どもの問題行動未然防止のた

めの事業ですが，楽しく生き生きした活動が健全育成につな

がっています。

新校舎完成

　昨年８月に新校舎が完成し、日本一新しい盲学校となりま

した。視覚障害教育の専門機関として日本一の盲学校を目指

しています。本校は、幼稚部から高等部までの設置で、現在

３歳から６６歳までの幼児児童生徒が学んでいます。

目指せ日本一

　この夏、盲学校の甲子園と言われる全国盲学校野球大会が

本県で開催されました。本校は関東地区予選で優勝、全国大

会では４位の成績を残すことができました。３位までのチー

ムが全て各地区の選抜チームであったことを考えると単独チ

ームとしては素晴らしい成果だと言えます。来年こそは全国

制覇と意気込んでいます。

視覚障害者の職業的自立を目指して

　県内の特別支援学校の中では唯一、職業課程があります（理

療関係三学科）。鍼灸あん摩マッサージ指圧師の国家試験に合

格し、障害をのりこえ社会自立・社会復帰を目指して、学業

に取り組んでいます。校訓「和顔愛語」の精神で。

「和顔愛語」：なごやかな顔と思いやりのある やさしいことば

〔「笑うネコの会」（櫛形地区児童生徒連絡協議会）〕
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● 学校紹介／南アルプス市立櫛形中学校・盲学校 ●

つなごう人の輪　広げようあいさつの和
〜　やり遂げた満足感・認められる笑顔・絆の中で育つ　〜 

平成１８・１９年度　　国立教育政策研究所指定生徒指導総合連携推進事業　
南アルプス市立櫛形中学校

日本一新しい盲学校 関東地区盲学校野球大会優勝凱旋

〔出前合唱（最後に小学生といっしょに歌いました）〕 〔陸上練習会（近くの競技場で小学生に指導しています）〕

校訓「和
わ げ ん あ い ご

顔愛語」 
山梨県立盲学校
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● 総合教育センター情報 ●

◇
電
話
相
談
◇  

　

教
育
相
談
部
で
は
、
県
下
の
児
童
生
徒
の
健
や
か
で
心

豊
か
な
生
活
を
目
指
し
、悩
み
や
不
安
な
ど
を
共
に
考
え
、

問
題
の
改
善
や
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
電
話
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
電
話
相
談
の
名
称
を
「
い
じ
め
・
不
登
校
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

【
い
じ
め
・
不
登
校
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
経
緯
】

□
平
成
八
年
四
月

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
児
童
生
徒
に
か
か
わ
る
諸

問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
電
話
に
よ
る
教
育
相
談
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

従
前
の
電
話
教
育
相
談
を
発
展
拡
大
し
、
平
日
九
時

か
ら
二
十
一
時
ま
で
相
談
員
が
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

□
平
成
九
年
四
月

　

相
談
時
間
を
、
平
日
九
時
か
ら
二
十
二
時
ま
で
一

時
間
延
長
し
ま
し
た
。

□
平
成
十
一
年
四
月

　

相
談
員
が
対
応
す
る
時
間
以
外
は
、
留
守
番
電
話

で
の
対
応
に
な
り
ま
し
た
。

□
平
成
十
九
年
二
月

　

い
じ
め
問
題
の
深
刻
化
を
受
け
、
平
日
は
も
ち
ろ

ん
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
含
め
、
二
十
四
時
間
相
談

員
が
対
応
す
る
電
話
相
談
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

◇
電
話
相
談
の
特
質
◇  

☆
い
つ
で
も
自
分
の
好
き
な
時
に
相
談
で
き
る
。          

☆
地
理
的
移
動
に
伴
う
時
間
や
交
通
費
な
ど
の
負
担
を

省
く
こ
と
が
で
き
る
。       

☆
相
談
者
は
匿
名
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
た
め
、

安
心
し
て
自
分
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。                 

☆
相
談
員
は
顔
が
見
え
な
い
存
在
で
あ
り
、
相
談
者
は

自
由
に
相
談
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。    

　

こ
の
よ
う
な
特
質
を
踏
ま
え
、
電
話
相
談
員
は
様
々

な
点
に
留
意
し
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
日
々
の

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◇
電
話
相
談
件
数
◇

　

平
成
十
八
年
度
は
、
年
間
一
六
四
八
件
の
コ
ー
ル
が

あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
十
月
末
現
在
一
六
七
五

件
で
、
既
に
昨
年
度
年
間
件
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

時
間
帯
で
は
、
昼
間
が
全
体
の
約
六
十
一
％
、
夜

間
が
約
二
十
九
％
、
深
夜
・
早
朝
が　

約
十
％
に
な

り
ま
す
。
カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
多
く
の
県

民
に
周
知
さ
れ
る
と
同
時
に
、
相
談
時
間
帯
が
大
き

く
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
相
談
件
数
が
増
加
し
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
相
談
内
容
◇

　

相
談
内
容
を
主
訴
別
に
見
る
と
「
生
活
一
般
・
不

登
校
・
い
じ
め
」
に
関
す
る
こ
と
が
多
く
、
全
体
の

約
四
十
三
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
情
緒
問
題
や
交

友
関
係
」
の
相
談
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
あ
く
ま
で
も
相
談
者
自
身

が
問
題
の
軽
減
の
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
電
話
相
談
の
限
界
を

超
え
る
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
面
接

相
談
へ
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
他
の
機
関
と
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

◇
相
談
か
ら
見
え
る
こ
と
◇

　

電
話
相
談
に
は
様
々
な
方
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
が
、
相
談
者
に
共
通
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
相
談
者
が
他
に
相
談
す
る

人
や
場
所
が
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
速
効
的
な
解
決
方
法
を
求
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

人
間
関
係
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
代
の

社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
不
安
や
悩
み
を
話
し
合
え
る
家

族
・
友
人
等
の
存
在
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
問
題
解
決
の
た
め
の
特
効
薬
は
な
か
な
か

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
じ
っ
く
り
話
を
聴
き
、
相
談
者

自
身
が
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
え
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持
て
る
よ
う
、
受
話
器
を
通
し
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

〈電話相談の様子〉

「
い
じ
め
・
不
登
校
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

二
十
四
時
間
体
制
」

—
 

電
話
教
育
相
談
は
、
い
つ
で
も
【
〇
五
五
ー
二
六
三
ー
三
七
一
一
】
へ—

 　

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
部
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● 県立図書館／「図書館員の道具箱」 ●

『図書館員の道具箱…テーマ別調べ方ガイド』
山梨県立図書館

◇ 数え方について調べる ◇

１．辞典で調べる
　『数え方の辞典』（小学館　2004）

　第１章「ものの数え方」では約 4600 語の数え方が載っています。１つの名詞に対して
複数の数え方がある場合もすべて載せ、数え方のポイントが解説されています。第２章「助
数詞・単位一覧」には約 600 語について、それらが持つ意味および用法が解説されてい
ます。

　『ことば絵事典』第 2 巻（偕成社　2006）
　イラストを豊富に使って、子どもにも分かり易くなっています。単位についても掲載さ
れています。

　『もののかぞえ方絵事典』（ＰＨＰ研究所　2001）
　イラストが豊富です。巻末に五十音順索引が掲載されているので、調べたい箇所がすぐ
分かります。数え方の基本的な決まり事や、おもしろい数の歴史が掲載されています。

２．数え方（助数詞）を調べる
　『日本語助数詞の歴史的研究』
　 （三保忠夫著　風間書房　2000）

　歴史的見地から助数詞について幅広く考察してい
ます。

  『数え方でみがく日本語』
　（飯田朝子著　筑摩書房　2005）

　数え方から日本語を見直す本です。
　助数詞と単位の見分け方についても載っています。

☆☆英語では…☆☆
　『英語の「ものの数え方」辞典』（瀬谷廣一著　講談社　2006）

　英語の名詞を数える際に用いられるグループターム（group term）、日本語でいえば「助
数詞」にあたる集合名詞をすべて網羅しています。巻末に日本語の「ものの数え方」一覧
が掲載されています。

　『研究社英語の数量表現辞典』（研究社　2007）
　トピック別編と和英編の２部構成になっています。トピック別編には 64 のトピックに
ついて解説しています。和英編では、和英辞典の形式で約 1200 の日本語見出しを収録し
ています。

ここで紹介した資料以外にも関連資料がございます。ご利用ください。

資料の所蔵場所は図書館職員にお尋ねください。



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

　
　
　
　
　
　

大だ

い

ぜ

ん

じ

ち

ゅ

う

せ

い

ぼ

し

ゅ

つ

ど

と

う

き

善
寺
中
世
墓
出
土
陶
器
七
点
（
大
善
寺
）

　
　
　

 (

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
指
定)

　

本
資
料
が
出
土
し
た
柏
尾
山
大
善
寺
は
、
平
安
時
代
前
期
の
創
建
と
さ
れ
、
古

く
は
柏
尾
寺
、
柏
尾
山
寺
な
ど
と
称
し
、
本
尊
の
薬
師
三
尊
像
は
重
要
文
化
財
、

県
内
最
古
の
寺
院
建
築
で
あ
る
本
堂
（
薬
師
堂
）
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
有

名
な
古
刹
で
す
。

　

写
真
の
資
料
は
、
四し

じ

ご

耳
壺
二
点
、
瓶へ

い

し子
三
点
、
小こ

つ

ぼ壺
一
点
、
水す

い
て
き滴

一
点
の
合
計

七
点
で
、
い
ず
れ
も
本
堂
周
辺
や
参
道
沿
い
で
の
境
内
整
備
に
よ
り
、
偶
然
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
個
々
の
出
土
状
況
は
不
明
で
す
が
、
産
地
の
編
年
か
ら
十
三
世
紀

代
に
収
ま
る
こ
と
が
解
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
、
四
耳
壺
の
内
部
か
ら
骨
片
が
出
土
し
て
お
り
、
水
滴
以
外
は
使
用
に

あ
た
っ
て
容
器
の
一
部
を
打
ち
欠
く

行
為
が
見
ら
れ
、
蔵ぞ

う

こ

つ

き

骨
器
と
し
て
の

用
途
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
善
寺
周
辺
は
、

経
塚
群
や
中
世
墓
群
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
善
寺
が
在
地

豪
族
か
ら
庇
護
さ
れ
た
大
寺
院
で
あ

る
が
故
に
、
手
厚
く
葬
る
こ
と
が
必

然
的
な
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
ま
す
。

　

本
資
料
は
、
本
県
の
鎌
倉
期
（
十
三

世
紀
代
）
に
お
け
る
在
地
豪
族
の
葬

送
や
墓
制
を
知
る
上
で
、
極
め
て
重

要
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

教
育
や
ま
な
し
（
二
二
一
号
）
平
成
十
九
年
十
二
月
十
日　

発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会　

編
集
／
教
育
庁
総
務
課　

〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　

電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

作品タイトル

「 ジ ュ ウ ナ ナ サ イ 」
　この作品は、将来への期待と不安を表現
したものです。何があっても、まっすぐ上
を向いていようという気持ちを込めて描き
ました。描いている途中で、締め切りに追
われて焦りつつも、納得がいかず何度も直
しました。囲碁将棋部との兼部で時間調整
のため、家に持ち帰っての制作もありまし
た。結果的に満足できてホッとしています。

指導者　広瀬義充　教諭 

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
新
収
蔵
品
展

１
／
26
〜
３
／
２

県
立
文
学
館

■
新
収
蔵
品
展

１
／
22
〜
３
／
30

県
立
博
物
館

■
新
春
特
別
企
画
展

「
か
い
じ
あ
む　

と
っ
て
お
き
の
収
蔵
品
」

１
／
２
〜
２
／
30

県
立
図
書
館

■
第
四
回
資
料
紹
介
展
示

「
山
梨
の
お
国
自
慢　

−

日
本
や
世
界
に

自
慢
で
き
る
山
梨

−

」

１
／
25
〜
３
／
23

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。
　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744
◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。
　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyouiku/46150769857.html

表紙を飾る

山
梨
県
立
都
留
高
等
学
校

学　

年　

２
年

　

大

窪

萌

木


